
西川 正毅
（にしかわ・まさき）

「歩く
  ～～～雨ニモ負ケズ風ニモ負ケズ・・・」

　今回の「地域人」は、浜田市ウォーキング協会 会長と
して活躍しておられる西川 正毅さんをご紹介します。

　「ウォーキング」を始めたきっかけは、平成４年に還暦
が近くなったため、体力維持のためにウォーキングをし
ようと思ったためです。１人では続かないと思い、友人
を誘って一緒に始めました。その後、平成６年に浜田市
ウォーキング協会の前身である「浜田歩こう会」に入会
しました。

　現在の会員数は３９名です。平均年齢は８０歳台です
が、５０歳台から９０歳台の幅広い年代の方が参加して
います。主な事業は毎日の早朝ウォーキングです。陸上
競技場で行うのですが、毎日2０数人が参加されており、
各自が自由に時間と距離を決めてトラックを周回してい
きます。ウォーキング後の６時３０分から始まるNHKラ
ジオ体操第1・第２を行ってから解散となります。雨に
も負けず風にも負けず、盆・正月も休み無く３６５日歩
いています。やはり一人では歩けないですね。仲間と一
緒に歩くと続けられます。その他、春秋のレクリエーショ
ンや地域の方々を対象に年間7回程度イベントを各地
で開催したり、忘年会等も行いながら親睦を深めてい
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ます。また、最近は浜田市のアダプトプログラム（市民
と市が協働で進める、まちの美化活動です）として東公
園の花壇２カ所の手入れも行っています。

　当会は昭和３７年（１９６２年）に発足して５８年目です。
私は平成２１年から第７代目の会長に就いていますが、
前記の活動により、地域住民に歩く健康づくりとしての
ウォーキングの普及に大いに寄与していると自負してい
ます。今後も仲間を増やしていきたいのですが、近年
は各種団体のほとんどが高齢化、新規入会者不足で会
員の減少が目立っています。当会も多いときの半数に
なっていて会員の確保が最大の課題となっています。
早朝陸上競技場へ来られて、誰にでも声をかけていた
だければ簡単に入会できますので、是非検討していた
だければと思います。

　最後になりますが、ウォーキングは、いつでもどこで
も自由に行え、必要な道具もいらない手軽な健康維持
に最適な運動です。ただ一点、履物だけは足腰を痛め
ないために、しっかりしたウォーキングシューズを使用
していただきたいと思います。新しい仲間の参加をお待
ちしています。

　

特定非営利活動法人 里山子ども園わたぼうし

自然という子育ての場
“森のようちえん”

園長　盆子原　拓

考えていなかった江津へのUターン
　江津市にある跡市町という、自然豊かな山間の町で
育った私ですが、幼少期から田舎を出たいという強い想
いを胸に、高校を卒業とともに何度も都会への脱出を試
みてきました。しかしながら、様々な家庭の事情が重な
り、保育士となって泣く泣く江津に帰ってくることにな
りました。ただ、今はそれで良かったと心から思うこと
ができます。私の気持ちをそのように180度変えたの
が、江津の豊かな自然と子どもたちとの関わりでした。

“森のようちえん”との出会い
　保育士としてのキャリアを積んでいく中で出会ったの
が「森のようちえん」でした。自然という環境をフルに活
かし、その自然との関わり、体験の中で育まれていく子
どもの力、姿に魅せられ始めたのが、イベント型の森の
ようちえん「ぽくぽくてって」でした。
　最初はほぼ身内しか集まらなかった月一回のイベント
でしたが、徐々に参加者が増え、その中で改めて自然を
子育てに活かすことの可能性、魅力を感じ、紆余曲折を
経て2018年に「里山子ども園わたぼうし」を開園しま
した。

地域の中で育まれるもの
　わたぼうしでは自然だけでなく、地域との繋がり、結
びつきを大切にしています。急速に過疎の進む跡市では
ありますが、個性豊かな人たちがいきいきと生活されて
います。そんな地域の人と触れ合うことは、子どもたち
の成長の幅や可能性を大きく広げるきっかけとなりま
す。「ここでしかできないこと」をモットーに、跡市とい
う町の特色を活かした保育、子育てを地域と一体となっ
て展開していくことを心がけています。

森のようちえんの魅力をみんなに知ってほしい！
　様々な魅力がいっぱいの森のようちえんではあります
が、普通の教育とは異なる特色に溢れたものと思われが

ちです。しかし、実はそうではなく、他の保育園や幼稚園
の教育、理念と共通する部分が多々あります。そのよう
に、まだまだ多くの人が知らない森のようちえんのこと
を知って体験できる機会が、今年、島根にやってきます。
それが「2020年森のようちえん全国交流フォーラムin
しまね」です。秋の三瓶山で開始されるこのイベントに、
多くの人に足を運んでもらい、森のようちえんをはじめ
とした“自然教育”というものが、更に地域に広がりを見
せていければと考えています。

1110


